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１．問題と目的
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究の結果（周 ,1995; 早矢仕 ,1997）に基づき，本
調査の対象から台湾出身学生を除外した（大陸出
身者 94 名 , 台湾出身者 0 名）。調査期間は 2007
年 10 月～ 11 月及び 2009 年 9 月である。
2.使用した測度
本研究において , すべての質問紙は , 日本語版
と中国語版を併記したものを用いた。作成にあた
り , バイリンガルで在日滞在期間 5 年以上の中国
人の中国語講師に依頼し , 日本語から中国語へ翻
訳した。次に，日本語版をふせた上でバイリンガ
ルの在日 6 年以上の中国人大学院生に依頼し , 質
問紙を中国語から日本語に逆翻訳するというバッ
クトランスレーション法を実施した。翻訳の適切
さを確かめるため , 独立した翻訳に関して 2 者間
を著者が仲介し , 表現を微調整した結果 , 翻訳さ
れた日本語版と元の日本語版とを比較したところ
, 両者はほぼ等価なものと見なすことが出来た。
その項目例を Table 1 に示す。
パーソナリティ 2 要因（文化受容態度 , 自己効
力感）とライフイベントは次の尺度により測定し，
















































フイベント（以下 NLE）の対人領域 15 項目と達
成領域 15 項目，及びポジティブライフイベント































57 名（51.82%），無記入 5 名（4.55%）の内訳で
あった。留学生の日本滞在期間は，1 年未満が 0
名（0%），1 年以上 2 年未満が 32 名（29.09%），















（NLE 合計 ,NLE 対人 ,NLE 達成 ,PLE 合計 ,PLE
対人 ,PLE 達成）との相関を求めた（Table 3）。
その結果 , 自己効力感と NLE 合計得点 , NLE 対
人領域 ,NLE 達成領域得点に有意な負の相関 , 自







変数とし , ライフイベントの 6 つの領域（同上記）
を従属変数とする重回帰分析を行った結果 , 有意
な関係が認められたのは , 次の通りである。NLE
合計得点において , 重相関係数は（R）=.25 であ
り , 重回帰式は有意（F（109）=3.59,p<.05）であ
った。この重回帰式を自己効力感が有意に説明し
た（β=-.26,p<.01）。NLE 達成領域において , 重
相関係数は（R）=.26 であり , 重回帰式は有意（F
（109）=3.79,p<.05）であった。この重回帰式を
自己効力感が有意に説明した（β=-.26,p<.01）。
また ,PLE 合計得点において , 重相関係数は（R）
=.24 で あ り , 重 回 帰 式 は 有 意（F（109）
=3.36,p<.05）であった。この重回帰式を自己効力
感が有意に説明した（β=.23,p<.05）。PLE 達成
領域において , 重相関係数は（R）=.24 であり，
重回帰式は有意（F（109）=3.21,p<.05）であった。
この重回帰式を自己効力感が有意に説明した（β











いて , 重相関係数は（R）=.29 であり , 重回帰式
は有意傾向（F（64）=2.78,p<.10）であった。こ
の重回帰式を自己効力感が有意傾向で説明した
（β=-.23,p<.10）。NLE 達成領域において , 重相
関係数は（R）=.36 であり , 重回帰式は有意（F（64）
=4.55,p<.05）であった。この重回帰式を自己効力
感が有意に説明した（β=-.30,p<.05）。PLE 達成


















































1 年～ 2 年


























Table 3 統合的文化受容態度，自己効力感とライフイベントの相関分析結果（n ＝ 110）
全体 対人 達成 全体 対人 達成
統合 -.04 -.00 -.06 .09 .17† .02 '4.36  '1.73
自己効力感     -.25**   -.19*    -.26**  .24* .18†  .23* 80.52 12.71
NLE PLE
Table 3 統合的文化受容態度,自己効力感とライフイベントの相関分析結果(n =110)







ある。NLE 合計得点において , 重相関係数は（R）








=-.40,p<.05）。NLE 達成領域において , 重相関係
数は（R）=.36 であり , 重回帰式は有意傾向（F（44）
=3.07,p<.10）であった。この重回帰式を自己効力
感が有意に説明した（β=-.36,p<.05）。その他，
PLE 合計得点 ,PLE 対人領域 ,PLE 達成領域にお











点 ,NLE 対人領域 ,NLE 達成領域 ,PLE 合計得点，




=.27 で あ り , 重 回 帰 式 は 有 意 傾 向（F（72）
=2.79,p<.10）であった。この重回帰式を自己効力
感が有意に説明した（β=.29,p<.05）。その他，
NLE 合計得点 ,NLE 対人領域 ,NLE 達成領域，








いて , 重相関係数は（R）=.35 であり , 重回帰式
は有意（F（51）=3.43,p<.05）であった。この重
回帰式を自己効力感が有意に説明した（β
=-.35,p<.05）。NLE 達成領域において , 重相関係
数は（R）=.42 であり , 重回帰式は有意（F（51）
=5.09,p<.01）であった。この重回帰式を自己効力
感が有意に説明した（β=-.42p<.01）。PLE 合計
得点において , 重相関係数は（R）=.35 であり ,
重回帰式は有意（F（51）=3.41,p<.05）であった。
この重回帰式を自己効力感が有意に説明した（β
=.33,p<.05）。PLE 対人領域において , 重相関係数
は（R）=.34 であり , 重回帰式は有意（F（51）
=3.19,p<.05）であった。この重回帰式を自己効力
感が有意傾向で説明した（β=.25,p<.10）。PLE







高群（n=37） 低群（n=73） 長群（n=65） 短群（n=45） 高群（n=52） 低群（n=57）
R（R2） 統合 自己効力感 R（R2） 統合 自己効力感 R（R2） 統合 自己効力感 R（R2） 統合 自己効力感 R（R2） 統合 自己効力感 R（R2） 統合 自己効力感 R（R2） 統合 自己効力感
N 合計 .25*（.06） .03n.s -.26** .26n.s（.07）.02n.s -.26n.s .20n.s（.04）.06n.s -.21† .29†（.08）-.14n.s -.23† .43*（.19） .32* -.44** .35*（.12） .13n.s -.35* .20n.s（.04）-.05n.s -.18n.s
L 対人 .20n.s（.04）.53n.s -.21* .20n.s（.04）.13n.s -.15n.s .19n.s（.04）.04n.s -.20n.s .17n.s（.03）-.11n.s -.12n.s .40*（.16） .30† -.40* .25n.s（.06）.16n.s -.23n.s .18n.s（.03）-.05n.s -.15n.s
E 達成 .26*（.07） .01n.s -.26** .33n.s（.11）-.09n.s -.32† .18n.s（.03）.06n.s -.19n.s .36*（.13） -.14n.s -.30* .36†（.13） -.26n.s -.36* .42**（.17） .07n.s -.42** .18n.s（.03）-.04n.s -.17n.s
P 合計 .24*（.06） .03n.s .23* .34n.s（.11）.18n.s .28† .24n.s（.06）-.03n.s .25* .25n.s（.06）-.04n.s .26* .27n.s（.07）.17n.s .15n.s .35*（.12） .07n.s .33* .16n.s（.03）.02n.s .16n.s
L 対人 .22†（.05） .13n.s .15n.s .40†（.16） .29† .26n.s .16n.s（.03）.07n.s .12n.s .21n.s（.04）.10n.s .16n.s .25n.s（.06）.19n.s .10n.s .34*（.12） .19n.s .25† .14n.s（.02）.10n.s .07n.s























NLE 合計得点および NLE 達成領域得点との間に
負の相関関係 ,PLE 達成領域とは正の相関傾向が
みられた。また ,「滞在期間短群」においては ,






























また ,「滞在期間短群」においては , 統合的文
化受容態度は NLE 合計得点および NLE 対人領
域得点と負の相関関係がみられた。このことは ,
統合的態度であるにも関わらず , 滞在期間の短さ

















られた。これは , 日本語が上手な学生ほど , 日本
の文化 , 習慣 , 言語が理解できたのだと推測され ,
日本語能力の良い在日留学生の日本での適応感が
高い（早矢仕 ,1997）という結果と一致している。













NLE 合計得点および NLE 達成領域得点とは負の














は ,「自己効力感」は , 日本語能力を低いと自己
評価する留学生においても , ポジティブなライフ
イベント体験を高める。同様に ,「自己効力感」






















は ,「統合的文化受容態度」を高めることで , よ
りポジティブな目標の達成を増加させ , 日本語能










研究（及川・坂本 ,2007）からも , まず留学生の
異文化でのストレスを軽減するためには具体的な
問題解決方法を検討 , 実行することにより , 自己
の問題解決能力を信頼できるようにエンパワーメ
ントする , 認知行動カウンセリング（Cognit ive 














中国人留学生には , 国からの仕送りを促進し , ア
ルバイト先の紹介や奨学金の付与などの措置を施











には , 経済的安定が不可欠である （上原，1998）
という結果からも，留学生の異文化適応を考える
際 , 日本語能力と経済問題が大きな比重をおいて
いるため , この分野において , もっと詳しく調べ
る必要がある。




















The Effects of Acculturation Attitudes and 
Self-efficacy on cross-cultural stress and cross 
cultural adjustment of Chinese Students in 
Japan.
JiaQing Liu　　＆　Eiko　Matsuda
The aim of study was to examine the 
relationship between cross-cultural stress and 
acculturation attitudes and self-efficacy of 
International students in Japan. 110 Chinese 
students living in Japan participated in survey 
about stressful life events (negative or positive
×interpersonal relationship or achievement), 
integrated acculturation attitudes, self-efficacy, 
t h e l e ng th o f s t ay i n J apan , J apane s e 
proficiency, and the state of finances. The 
results showed the strong effects of self-
efficacy on management of intercultural stress 
and promotion of adjustments. The present 
s tudy sugges ted cogn i t i ve -behav i o ra l 
counseling for enhancing self-efficacy were 
pos i t ive ly e f f ec t ive and cross - cu l tura l 
counseling for encouragement integrated 
acculturation attitudes were partly effective for 
helping Chinese students in Japan.
Keywords: cross-cultural stress, cross 
cultural adjustment, international students, 
acculturation attitudes, self-efficacy
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